
●人のうごき
   （18．1．1 現在）

世帯数� 9,974� －12
人　口�24,318� －29
 （男）� 11,526� －9
 （女）� 12,792� －20

12月中の
異動状況

出生  13
死亡  30
転入  35
転出  47

今月の主な内容

●市・県民税、国保税申告のご案内

●おめでとう成人式

●議会だより

●すくも湾中央市場
　～稼動から３カ月～
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②

　
平
成
１８
年
度
の
市
県
民
税
お
よ

び
国
保
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま

し
た
。

　
申
告
は
適
正
な
課
税
の
た
め
の

大
切
な
手
続
で
す
。
忘
れ
ず
に
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は
申
告

相
談
会
場
も
し
く
は
税
務
課
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
申
告
用
紙
は
、
前
年
の
状
況
等

に
よ
り
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
事
前
に
お
送
り
す
る
予
定

で
す
が
、
も
し
届
い
て
い
な
い
場

合
で
も
、
必
ず
し
も
申
告
が
不
要

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
申
告
用
紙
が
必
要
な
方
は
、

税
務
課
窓
口
お
よ
び
申
告
相
談
会

場
で
交
付
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
と
あ
わ
せ
て
配
付
す

る
「
申
告
の
手
引
」
を
参
考
に
ご

自
分
で
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
相
談
に
つ
い
て
は
、
２
月

１５
日
（水）
か
ら
地
区
別
に
左
表
の
各

相
談
会
場
で
行
い
ま
す
の
で
、
申

告
に
必
要
な
次
の
書
類
等
を
ご
持

参
の
う
え
、
各
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
期
間
中
は
、
市
役
所
税
務

課
の
窓
口
で
は
申
告
相
談
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
例
年
、
相
談
会
場
が
大
変
混
雑
し
、

お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、自

分
で
記
入
で
き
る
と
こ
ろ
は
記
入
し
、

収
支
内
訳
の
各
項
目
の
集
計
や
各

種
控
除
の
計
算
は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
自
分
で
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

●
申
告
時
に
準
備
す
る
も
の

☆
所
得
金
額
算
出
に
必
要
な
も
の

収
入
金
額
、
必
要
経
費
な
ど
の

わ
か
る
も
の

☆
所
得
控
除
額
算
出
に
必
要
な
も
の

社
会
保
険
料
支
払
額
の
わ
か
る

も
の
、
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険
料
控
除
証
明
書
、
医
療
費
控

除
に
は
領
収
書
、
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
（
社
会
保
険

庁
か
ら
届
き
ま
す
。
詳
し
く
は
５

ペ
ー
ジ
ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

☆
印
鑑

●
次
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

＊
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
…

従
来
の
標
準
計
算
で
は
な
く
、

収
支
計
算
が
原
則
と
な
り
、
ご

自
分
で
計
算
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
収
入
金
額
に
関
し
て
は
、

販
売
金
額
、
農
作
物
の
収
穫
量
、

自
家
消
費
分
等
を
、
ま
た
、必
要

経
費
に
関
し
て
は
、
農
業
用
に

係
る
各
種
領
収
書
等
を
、
わ
か

る
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

＊
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
…

申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、

一
定
基
準
以
下
の
所
得
金
額
の

世
帯
に
該
当
し
た
場
合
適
用
さ

れ
る
国
保
税
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

左
記
①
、
②
に
該
当
し
な
い
方
は
、

所
得
の
有
無
に
関
係
な
く
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

●
次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す

①
税
務
署
へ
平
成
１７
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

る
方
（
た
だ
し
、
税
務
署
で
「
税

金
が
か
か
ら
な
い
の
で
申
告
の

必
要
が
な
い
」
と
言
わ
れ
た
方

は
市
県
民
税
・
国
保
税
の
申
告

が
必
要
で
す
）

②
給
与
所
得
の
み
で
ほ
か
に
所
得

が
な
い
方
で
、
勤
務
先
で
年
末

調
整
が
済
ん
で
い
る
方

※
従
来
か
ら
公
的
年
金
等
の
収
入

の
み
の
方
に
つ
い
て
も
申
告
は

不
要
で
す
が
、
広
報
１２
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、

特
に
６５
歳
以
上
の
方
は
、
非
課

税
制
度
が
廃
止
と
な
る
こ
と
か
ら
、

所
得
控
除
（
扶
養
控
除
、
損
害

保
険
料
控
除
な
ど
）
が
あ
る
方

に
つ
い
て
は
、
申
告
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
　
住
民
税
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５

　
平
成
１７
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
、
税
務
署
で
の
相
談
お
よ
び

申
告
書
の
受
け
付
け
は
、

2
月
１６
日
（木）
か
ら

3
月
１５
日
（水）
ま
で
で
す
。

　
申
告
書
は
、
郵
送
ま
た
は
税
務

署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
か
ん
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
作
成

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
必
要
項
目

を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得

税
や
消
費
税
等
の
確
定
申
告
書
等

が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
出
力
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

に
せ
税
理
士
に
ご
用
心

　
「
税
金
の
相
談
は
○
○
へ
」
な
ど

の
宣
伝
を
う
の
み
に
し
た
ば
か
り
に
、

迷
惑
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

　
税
務
相
談
は
、
税
理
士
ま
た
は

税
理
士
法
人
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
が
、
法
律
で
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
に
せ
税
理
士
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
税
務
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

市
県
民
税

国
保
税

申
告
の
ご
案
内

税
務
署
よ
り

確
定
申
告
の

ご
案
内

申
告
書
提
出
期
限
は
、

3
月
１５
日
（水）
で
す
。
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対 　　　象 　　　地　 　　区

楠山・出井

坂本・奥下藤・神有・奥奈路

橋上・京法・還住薮・平野

片島・西片島

大島

舟ノ川・石原・小三原・福良

栄喜・呼崎

大海・田ノ浦

小筑紫・小浦・湊

内外ノ浦

伊与野

長尾・手代岡

竹石・小島・天神

竹部・馬場住・土居ノ内・一生原

【芳奈地区】東下組・西下組・中組・靴抜・道ノ川

中山・寺山・寺尾

森・車岡・師高瀬

貝礎・東平・県営住宅

徳師・中町・西天神・岡松

清水・北川・沖前

【黒川地区】西～東須賀・橋田・下～上駄馬・奥黒川

貝塚・駅前町・宿毛4100番台の番地

新田・沖新田・錦・四季の丘・宿毛5300番台の番地

西町1～3丁目

西町4・5丁目

自由ヶ丘・樺・樺住宅

大深浦・小深浦・藻津

宇須々木・池島

高砂・港南台

中央1～3丁目

中央4～6丁目・南沖須賀

中央7～8丁目・宿毛900～1700番台の番地

長田町・幸町・野地・小川

桜町・松田町

萩原・与市明・宿毛4300番台の番地

押ノ川・さくらが丘

坂ノ下・草木薮・山北

中角・高石

二ノ宮・二ノ宮住宅

正和・平井

和田・都賀川

鵜来島

弘瀬

母島・古屋野・長浜・久保浦

予備日
（2月15日から3月16日の間でご都合のつかない方）

時　　　間

午前�9：30�～�12：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

午前�9：00�～�12：00

午前�9：00�～�11：30

午後�1：00�～�3：00

午前�9：00�～�12：00

午後�1：00�～�4：30

月　日

2月15日（水）

2月16日（木）

2月17日（金）

2月20日（月）

2月21日（火）

2月22日（水）

2月23日（木）

2月24日（金）

2月27日（月）

2月28日（火）

3月  1日（水）

3月  2日（木）

3月  3日（金）

3月  6日（月）

3月  7日（火）

3月  8日（水）

3月  9日（木）

3月10日（金）

3月13日（月）

3月14日（火）

3月15日（水）

3月16日（木）

3月17日（金）

会　　　場

宿毛文教センター
2階  会議室1
蕁63－2618

小筑紫基幹集落センター
1階  研修室

（小筑紫支所）

蕁67－0001

高知はた農協橋上出張所
蕁64－0011

片島公民館
蕁65－8270

大島公民館
蕁65－8452

宿毛市総合
社会福祉センター
2階  小会議室
蕁65－7665

宿毛市農村環境
改善センター
2階  会議室

高知はた農協  山奈出張所
蕁66－0341

鵜来島小中学校
すくも湾漁協  弘瀬出張所
蕁69－1301
開発総合センター

（沖の島支所）蕁62－5080

宿毛市役所
3階  第3会議室

楠山多目的集会所
橋
上
町

平
田
町

山
奈
町

小
筑
紫
町

沖
の
島
町

※所得税の確定申告が必要な方（申告書B様式の対象者）は、必ず2月16日（木）～3月15日（水）の間に中村税務署へ申告してください。ただし、給与および年
金所得のみで還付申告をされる方（申告書A様式の対象者）については、市の税務相談でも受け付けています。

※上の日程でご都合の悪い方は、前もって連絡していただきましたら、対象地区と異なる会場で相談に応じます。
※なお、この税務相談期間中、市役所税務課窓口では、税務相談は受け付けていませんのでご注意ください［申告書の提出は受け付けます。］ ご相談は、必ず

各相談会場でお願いします。

平成18年度 市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表



④

農
家
台
帳
に
つ
い
て

〜
世
帯
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た
〜

　
農
家
台
帳
の
世
帯
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
住
民
基
本

台
帳
は
別
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
親

子
等
が
同
一
地
区
内
で
農
業
を
営

ん
で
い
る
場
合
は
同
一
世
帯
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
２
月
１
日
か
ら

の
農
家
台
帳
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に

伴
い
今
後
は
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
と
お
り
の
世
帯

で
取
り
扱
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
蕁
６
３
―

１
１
０
１

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
廃
止

に
つ
い
て

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
長
年
加
入
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
市
民
交

通
傷
害
保
険
は
、
平
成
１７
年
度
の

加
入
を
も
っ
て
廃
止
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昭
和
５０
年
か
ら
実
施
を
し
て
き
た

も
の
で
す
が
、
そ
の
後
そ
の
他
の

損
害
保
険
が
充
実
し
て
き
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
年
々
加
入
者
が
減

少
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
宿
毛

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
、
廃
止
の
答
申

が
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
１８

年
度
か
ら
廃
止
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

　
市
内
の
保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
（
市

立
、
私
立
１５
園
）
で
「
ふ
れ
あ
い

保
育
」（
体
験
入
園
）
を
行
い
ま
す
。

体
験
入
園
し
て
も
、
そ
の
園
に
入

園
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　日
　
時
　
２
月
１３
日
（月）

　
保
育
園
　
９
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分

　
幼
稚
園
　
１０
時
〜
１１
時

※
時
間
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

※
問
い
合
わ
せ
は
各
保
育
園
・
幼

稚
園
に
お
願
い
し
ま
す
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
地

・
与
市
明
団
地
（
与
市
明
）

　
１
戸
　
１
Ｋ

　
※
満
５０
歳
以
上
の
方
は
単
身
可

・
押
ノ
川
団
地
（
押
ノ
川
）

　
１
戸
　
２
Ｋ

入
居
資
格
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
２
月
１５
日
（水）
〜
１７
日
（金）

申
込
書
受
付
期
間

　
２
月
２０
日
（月）
〜
２２
日
（水）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課
　
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、宝

く
じ
収
入
を
財
源
に
、
（財）
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
、

平
成
１７
年
度
事
業
の
一
環
と
し
て

坂
本
地
区
屋
外
放
送
施
設
整
備
に

助
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
を
活
用
し
、
さ
ら
な

る
地
区
住
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
広
報
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
の
混
信
・

受
信
障
害
で
お
困
り
の
方
へ

　
電
波
適
正
利
用
推
進
員
協
議
会

で
は
、
電
波
の
適
正
な
利
用
の
た

め
の
啓
発
・
相
談
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
総
務
省
四
国
総
合
通
信

局
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
推
進
員
が

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
推
進
員

　
土
居
　

喜
久
生
蕁
６
５
―

８
７
７
６

　
浜
田
　
　
績
蕁
６
６
―

０
３
３
５

乗って残そう
土佐くろしお鉄道

土佐くろしお鉄道㈱ 
蕁0880－35－5240やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

㈱宿毛フェリー 蕁62－1100

3時間

コバルト色の夢航路

情

報

コ

ー

ナ

ー
紙
面
で
お
伝
え
し
き
れ
な
い
詳
細
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
や
、
ご
意
見
、

ご
質
問
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2月
如　月

February



広報すくも  2006.2⑤

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
め
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
申
告
す
る
こ
と
に

よ
り
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
１７
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日

ま
で
の
間
に
納
め
た
保
険
料
で
、過

去
の
未
納
期
間
や
免
除
期
間
に
つ

い
て
納
め
た
保
険
料
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
加

入
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
世
帯
主

や
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
め
る
義

務
が
あ
る
た
め
、
世
帯
主
ま
た
は

配
偶
者
と
し
て
ご
家
族
の
保
険
料

を
納
め
た
場
合
も
、
そ
の
全
額
が

納
め
た
方
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
申
告
の
際
に
は「
控
除
証
明
書
」ま

た
は「
領
収
証
書
」が
必
要
で
す

　
所
得
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

平
成
１７
年
分
の
所
得
の
申
告
（
年

末
調
整
や
確
定
申
告
）
か
ら
、
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
際
に
、
保
険

料
を
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
を
添
付
ま
た
は
提
示
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
１７
年
中
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

平
成
１７
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
方

　
　
　
平
成
１７
年
１１
月
上
旬

平
成
１７
年
１０
月
１
日
か
ら
１２
月

３１
日
ま
で
の
間
に
そ
の
年
に
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
方

　
　
　
平
成
１８
年
２
月
上
旬

●
控
除
証
明
書
や
領
収
証
書
を
紛

失
さ
れ
た
場
合
は
…

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
蕁
０
５
７
０
―

０
０
―

９
９
１
１

　
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

休
日
・
時
間
外
年
金
相
談
の
お
知

ら
せ
（
２
月
）

　
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
休
日
・
時
間
外
の
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。
通
常
よ
り

混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
日
年
金
相
談

　
２
月
１１
日
（土）
　
９
時
３０
分
〜
１６
時

時
間
外
年
金
相
談

　
２
月
１３
日
（月）
　
１７
時
〜
１９
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

駅
東
街
区
公
園
（
仮
称
）
完
成

　
宿
毛
駅
東
側
の
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
、
こ
の
た
び
新
し
く

公
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
園
内
に
は
せ
せ
ら
ぎ
水
路
、
芝

生
広
場
、
果
樹
エ
リ
ア
に
は
、
直
七
・

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
･
キ
ン
カ
ン
･

イ
チ
ジ
ク
等
を
植
樹
し
、「
収
穫
」

と
「
や
す
ら
ぎ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
内
に
は
駐
車
場（
２５
台
）・
駐
輪

場
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

大
方
高
等
学
校
通
信
制
生
徒
募
集

　
通
信
制
は
、
毎
日
学
校
に
通
学

す
る
の
で
は
な
く
自
宅
で
の
自
学

自
習
を
基
本
と
し
、
決
め
ら
れ
た

回
数
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受
け
レ

ポ
ー
ト
提
出
お
よ
び
テ
ス
ト
に
合

格
す
る
こ
と
に
よ
り
単
位
修
得
し

ま
す
。

納
入
金

受
講
料
（
１
単
位
３
２
０
円
×

単
位
数
）
お
よ
び
諸
経
費

入
学
定
員
　
１
０
０
名

入
学
資
格
　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た

は
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
学
力

の
あ
る
方

出
願
期
間
　

　
３
月
２
日
（木）
〜
３
月
３１
日
（金）

面
接
日

　
３
月
２６
日
（日）
・
４
月
２
日
（日）

入
学
式
　
４
月
９
日
（日）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
方
高
校
通
信
制

　
蕁
０
８
８
０
―

４
３
―

１
０
７
９

無
料
労
働
相
談

　
〜
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

　
　
　
　
　
お
悩
み
の
方
へ
〜

　
解
雇
や
賃
金
引
き
下
げ
、
い
じ

め
や
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
高
知

労
働
局
と
高
知
県
労
働
委
員
会
で
は
、

あ
っ
せ
ん
員
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
た
め
の
援
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
労
働
局

　
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
０
１
２
０
―

７
８
３
―

７
２
２

　
中
村
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

３
１
４
８
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有料広告 有料広告

１カ月

１０，０００

２０，０００

２０，０００

６カ月

 ５８，２００

１１６，４００

１１６，４００

１２カ月

１１４，０００

２２８，０００

２２８，０００

広報「すくも」掲載料一覧表（単位：円）

サ　イ　ズ

縦×横：  ４．９㎝×  ８．４㎝

縦×横：  ４．９㎝×１７．５㎝

縦×横：１０．４㎝×  ８．４㎝

A

B

C

タ
イ
プ

掲　載　料

※掲載料の６カ月、１２カ月は連続して掲載を行う場合の掲載料とする。

「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
に

対
す
る
補
償
金
」
の
お
知
ら
せ

　
現
在
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
請
求
の

期
限
が
６
月

２１
日

（水）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

期
限
ま
で
に
請
求
を
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

平
成
８
年
３
月

３１
日
ま
で
に
国

立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
等
に
入

所
し
て
い
た
方

請
求
の
期
限
　
６
月

２１
日

（水）

※
次
の
方
は
、
補
償
金
を
お
支
払

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
す
で
に
当
該
補
償
金
を
受
け

て
い
る
方

・
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上

の
和
解
が
成
立
し
て
い
る
方

・
平
成

１３
年
６
月

２２
日
時
点
で

生
存
し
て
い
な
か
っ
た
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
健
康
福
祉
部
健
康
対
策
課

　
蕁
０
８
８
―

８
２
３
―

９
６
７
８

「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕
日
」
及
び

「
宿
毛
の
四
季
」
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
募
集
中

〜
締
め
切
り
迫
る
〜

　
幻
想
的
な
宿
毛
湾
の
だ
る
ま
夕

日
や
、
宿
毛
の
四
季
折
々
の
自
然
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
風
物
詩
等
に
関

す
る
作
品
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

締
め
切
り
　
２
月

２０
日

（月）

主
　
　
催
　

（社）
宿
毛
市
観
光
協
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

「
広
報
す
く
も
」
に
広
告
を
掲

載
し
ま
せ
ん
か

　
宿
毛
市
で
は
、
昨
年
の
６
月
号

広
報
よ
り
有
料
広
告
の
掲
載
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
お
店
の
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
、
広
報
を
活
用
し
て
広
告
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
掲
載
内
容
に
は
一
部
制

限
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限

　
掲
載
を
希
望
す
る
月
の
前
月
の

１０
日
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
広
報
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

SwanTV 蕁62－0888

スワンＴＶに

加入しましょう

下水道課  蕁63－1009

公共下水道に

加入しましょう

第4回

　梓会では、早稲田大学建学の母、
小野梓先生を顕彰するとともに、
青少年の健全育成等を目指し、第
４回梓立祭を開催します。
　当日は、児童・生徒の作文発表
と、早稲田大学からの表彰状なら
びに（合）冨山房・㈱小松製作所から
の記念品が授与されます。
　また下記講演会も行いますので、
多数ご参加ください。

　梓会では、早稲田大学建学の母、
小野梓先生を顕彰するとともに、
青少年の健全育成等を目指し、第
４回梓立祭を開催します。
　当日は、児童・生徒の作文発表
と、早稲田大学からの表彰状なら
びに（合）冨山房・㈱小松製作所から
の記念品が授与されます。
　また下記講演会も行いますので、
多数ご参加ください。

大江卓…宿毛市出身。わが国の近代的ヒ
ューマニズムの先駆者。マリヤルーズ号
事件、部落解放運動に尽力。

日　時　２月２０日（月）　１６：００～

場　所　宿毛文教センター
　　　　多目的ホール

演　題　「大隈と大江卓」

講　師　早稲田大学学事顧問
　　　　第１４代総長  奥島孝康  氏

【問い合わせ先】企画広報課　
　　　　　　　蕁６３－１１１８

梓立祭
し り  つ さ  い

問い合わせ先

〒788－0034 宿毛市大深浦686－1
TEL 0880－65－0227
〒788－0047 宿毛市橋上町平野228
TEL 0880－64－0755

代表者 樋口

（大深浦・橋上）

株式会社　西南葬祭
ＴＥＬ ０８８０－６５－５８５８　FAX ０８８０－６５－５１３１

葬儀にまつわる事全般、お任せください。

２４時間待機　宿毛市錦口１０９８－２

小
野
 

梓



広報すくも  2006.2⑦

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
※お昼休みも納付できます。

26（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
9（木）
23（木）

「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海

あ
い
な
ん
」
参
加
者
募
集
中

　
豊
か
な
自
然
の
中
の
へ
ん
ろ
道

を
歩
く
事
に
よ
っ
て
、
家
族
、
仲
間
、

周
辺
地
域
と
の
交
流
を
深
め
、
健

康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
　
あ
い

な
ん
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
３
月

１１
日

（土）
・

１２
日

（日）

　
　
　
　
小
雨
決
行

※
荒
天
の
場
合
は
、３
月

１８
日

（土）
・

１９
日

（日）

対
　
象

・
宿
毛
市
か
ら
の
参
加
者
は
、

両
日
と
も
１
０
０
人
ま
で
。

・
小
学
校
３
年
生
以
下
は
、
保

護
者
等
同
伴
の
こ
と

参
加
料
　
無
料
（
各
自
弁
当
持
参
）

募
集
受
付
期
限
　
２
月

２８
日

（火）

※
愛
南
町
で
は
３
月
以
降
も
当
日
ま
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

記
念
品

　
愛
南
町
３
温
泉
の
共
通
入
浴
券
 

ほ
か

関
連
行
事

・
芹
洋
子
さ
ん
他
に
よ
る
「
花

へ
ん
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
」

・「
芹
洋
子
青
空
コ
ン
サ
ー
ト
」

・
夏
井
い
つ
き
さ
ん
の
「
句
会

ラ
イ
ブ
」
　

　
　
　
　
　
　

主
 

催
　
愛
南
町

 
 
 
 

愛
南
町
教
育
委
員
会

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海

あ
い
な
ん
実
行
委
員
会

共
 

催
　
宿
毛
市
・
宇
和
島
市

※
「
広
報

１１
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
杖
の
提
供
と
、
へ
ん
ろ
道
の
草
刈
り

や
接
待
ポ
イ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　
最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と

い
っ
た
内
容
の
偽
者
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
携
帯
メ
ー
ル

等
を
送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保

険
金
名
目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る

新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。

　
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な

い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）　

　
蕁
０
３
―

５
３
２
０
―

４
７
７
５

　
平
日
　
９
時
〜

１２
時

　
　
　
　

１３
時
〜

１６
時

３０
分

ま
た
は

　
企
画
広
報
課
　
広
報
統
計
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

３
月
１１
日

（土）

３
月
１２
日

（金）

第46回

宿毛ロードレース大会
第46回

宿毛ロードレース大会

小学5・6年男子の部（3㎞）
タイム

10分54秒
10分59秒
11分26秒

順位

1
2
3

氏　名

西 田 龍 太
宮 添 厚 亜
橋 本 佳 児

所　属

姫ノ井小（6年）
宿毛JAC（6年）
四万十市（5年）

中学女子の部（3㎞）
タイム

11分02秒
11分11秒
11分28秒

順位

1
2
3

氏　名

清 家 那 美
中 川 茉 耶
高 月 　 和

所　属

吉田中（2年）
吉田中（1年）
吉田中（1年）

小学5・6年女子の部（3㎞）
タイム

12分51秒
13分15秒
13分23秒

順位

1
2
3

氏　名

池 本 　 愛
今 城 　 翼
川 西 真 子

所　属

中村JAC（5年）
宿毛JAC（6年）
中村JAC（5年）

高校の部（10㎞）
タイム

33分56秒
35分40秒
36分01秒

順位

1
2
3

氏　名

中 脇 誠 也
上 村 太 洋
下 元 孝 広

所　属

宿毛工業高（2年）
宿毛工業高（3年）
宿毛工業高（2年）

高校・一般女子の部（5㎞）
タイム

22分19秒
26分39秒
27分59秒

順位

1
2
3

氏　名

高 橋 ゆ か
志水ゆかり
山 本 　 瞳

所　属

窪川町
群馬県草津町
春野町

中学２年の部（5㎞）
タイム

17分20秒
18分03秒
18分05秒

順位

1
2
3

氏　名

伊 藤 滉 吉
所 谷 拓 弥
谷 岡 祐 門

所　属

吉田中
篠山中
東中

中学３年の部（5㎞）
タイム

17分14秒
19分11秒
19分12秒

順位

1
2
3

氏　名

岡 本 勇 也
上 杉 能 裕
島 崎 海 喜

所　属

土佐市
宇和島市
大月中

壮年の部（5㎞）
タイム

18分08秒
18分30秒
18分42秒

順位

1
2
3

氏　名

酒 井 平 雄
伊勢脇清男
細 川 博 義

所　属

愛南町
四万十市
土佐市

御荘
文化センター

宿毛市
大深浦

一本松
山村開発センター

御荘
文化センター

愛南町
DE・あ・い・21

宇和島市
ポケットパーク「風園」

受 付

スタート

スタート6.8
㎞

9.8
㎞

14.8
㎞

※12日の受付は
　スタート地点で
　8：30から行います

7：309：40

10：00

Ａコースゴール

バスで移動

Ｂコースゴール

　1月2日に、毎年恒例の宿毛ロード
レース大会が開催され、今年も多くの
ランナーが新春の走り初めを楽しみま
した。上位入賞者は以下のとおりです。

【問い合わせ先】
  総合運動公園　蕁６６－１４６７

中学１年の部（3㎞）
タイム

 9分34秒
10分05秒
10分11秒

順位

1
2
3

氏　名

清 家 恒 哉
上 杉 浩 貴
松 岡 　 玲

所　属

吉田中
吉田中
東中

大会新

一般の部（10㎞）
タイム

32分16秒
33分25秒
33分46秒

順位

1
2
3

氏　名

立 石 義 晴
宮 地 敏 行
木 村 敦 史

所　属

大阪ガス
幡多陸上クラブ
宇和島市

大会新



⑧

片
島
少
年
消
防
隊
夜
警
活
動
！

　
今
年
も
、
片
島
少
年
消
防
隊
に

よ
る
市
民
の
防
火
意
識
を
高
め
る

夜
警
活
動
が
１２
月
２５
日
〜
２７
日
の

３
日
間
、
寒
空
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
島
レ
イ
ン
ボ
ー
、
高
知
剣
武

会
の
子
ど
も
た
ち
３１
名
が
、
片
島
・

大
島
地
区
を
２
班
に
分
か
れ
「
火

の
用
心
」
の
声
と
と
も
に
巡
回
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
間
で
も
、「
も
っ

と
声
だ
し
て
い
こ
う
」
と
励
ま
し

合
い
、
み
ん
な
元
気
よ
く
楽
し
み

な
が
ら
巡
回
で
き
ま
し
た
。

消
防
出
初
式
！

　
１
月
８
日
（日）
に
宿
毛
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
一
年
生
の
こ
ろ
か
ら

気
が
弱
く
て
、
い
や
な
こ
と
を
言

わ
れ
る
と
だ
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
タ
イ
プ
で
し
た
。

　
だ
か
ら
、
一
人
で
木
の
下
に
す

わ
っ
て
み
ん
な
が
遊
ん
で
い
る
の

を
ず
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。

　
男
子
た
ち
は
、
気
の
強
い
人
や
、

元
気
な
人
達
が
中
心
と
な
っ
て
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
い

ま
し
た
。

　（
ぼ
く
も
み
ん
な
と
サ
ッ
カ
ー
し

た
い
な
あ
。
）
と
思
っ
て
い
た
そ
ん

な
時
、
ほ
い
く
園
か
ら
い
っ
し
ょ
の
、

Ａ
く
ん
が
、「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

や
。」
と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、「
え
え
で
。
」
と
答
え

ま
し
た
。
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
サ
ッ
カ
ー

し
ょ
う
や
。
」
と
、
Ａ
く
ん
が
言
い

ま
し
た
。

　
そ
の
言
葉
に
ぼ
く
は
、（
ド
キ
ン
）

と
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

ぼ
く
は
今
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
け
れ
ど
、（
こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
は

あ
ん
ま
り
な
い
ぞ
）
と
、
思
い
、「
い

い
よ
。
」
と
、
言
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
い
よ
い
よ
サ
ッ
カ
ー
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
い
き
な
り
ぼ
く
に
、
仲
間
の
人

が
パ
ス
し
て
き
ま
し
た
。
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
。

と
り
あ
え
ず
パ
ス
し
よ
う
と
し
た
ら
、

ボ
ー
ル
が
へ
ん
な
所
へ
と
ん
で
い

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
て
き
の
チ
ー
ム
の
一

人
が
そ
の
ボ
ー
ル
を
と
り
、
シ
ュ

ー
ト
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
試
合
が
終
わ
り
ま
し
た
。

三
対
一
く
ら
い
で
ぼ
く
の
チ
ー
ム

は
負
け
ま
し
た
。

　
け
ど
、
同
じ
チ
ー
ム
の
人
た
ち
が
、

「
ど
ん
ま
い
。
ど
ん
ま
い
。
み
ん
な

最
初
は
へ
た
く
そ
や
け
ん
、
お
ち

こ
ま
ん
で
え
え
で
。
」
と
、
ぼ
く
を

は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
学
校
が
終
わ
っ
て
、
家
に
帰
っ

て
お
父
さ
ん
に
サ
ッ
カ
ー
の
こ
つ

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ
サ
ッ
カ
ー

の
エ
ー
ス
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
。

　
お
父
さ
ん
が
、「
こ
つ
は
ね
え
。

相
手
を
ぬ
い
て
か
く
じ
つ
に
シ
ュ
ー

ト
す
る
。
シ
ュ
ー
ト
の
仕
方
は
足

を
ま
っ
す
ぐ
ふ
り
あ
げ
て
、
ま
っ

す
ぐ
け
る
。
あ
と
一
つ
仲
間
を
信

じ
て
ね
、
自
分
に
勇
気
を
も
つ
こ

と
な
ん
だ
よ
。
そ
れ
だ
け
で
サ
ッ
カ
ー

は
う
ま
く
な
れ
る
、
明
日
は
が
ん

ば
れ
よ
。
」
と
、
言
い
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
大
き
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

　
ね
る
時
に
、
お
父
さ
ん
の
い
っ

た
言
葉
を
何
回
も
自
分
に
言
い
聞

か
せ
ま
し
た
。

　
次
の
日
、
ぼ
く
は
Ａ
く
ん
達
に
「
サ

ッ
カ
ー
よ
せ
て
。
」
と
、
勇
気
を
出

し
て
言
っ
て
み
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
Ｂ
く
ん
が
、「
涼
く
ん

か
ら
、
遊
ぼ
う
っ
て
言
っ
て
く
る

が
め
ず
ら
し
い
ね
え
。
え
え
よ
、

い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
や
。
」
と
、言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
運
命
の
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
ま
ず
、
仲
間
に
パ
ス

し
て
、
相
手
の
ゴ
ー
ル
に
少
し
近

づ
く
と
仲
間
が
パ
ス
し
て
き
ま
し
た
。

（
あ
と
少
し
な
ん
だ
、
が
ん
ば
れ
、

尾
川
涼
）
と
、
自
分
に
言
い
聞
か

せ
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
相
手
が
ぼ
く
の
前
に

立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

相
手
を
よ
く
見
て
、
す
ば
や
く
左

に
動
き
、
相
手
を
ぬ
き
ま
し
た
。（
相

手
を
ぬ
い
た
ん
だ
、
や
っ
た
あ
、

こ
の
調
子
で
が
ん
ば
る
ぞ
）
と
、

思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
ゴ
ー
ル
の
近
く
ま
で

つ
っ
ぱ
し
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
は

目
の
前
だ
、
ぼ
く
は
勇
気
を
も
っ
て
、

全
身
の
力
を
足
に
こ
め
、
そ
の
ま

ま
ボ
ー
ル
を
け
り
ま
し
た
。

　
ボ
ー
ル
は
ま
っ
す
ぐ
と
ん
で
い
き
、

ぼ
く
の
目
に
は
ボ
ー
ル
し
か
写
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ボ
ン
と
い

う
音
と
と
も
に
キ
ー
パ
ー
を
す
り

ぬ
け
、
ボ
ー
ル
が
ゴ
ー
ル
に
入
り

ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
、「
や
っ
た
や
ん
か
。」

「
す
ご
い
で
え
。
」
と
、
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
家
へ
帰
っ
て
み
ん
な
で
ば
ん
ご

は
ん
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
日
は

カ
レ
ー
で
、
い
つ
も
よ
り
す
ご
く

お
い
し
く
て
、
お
か
わ
り
も
し
ま

し
た
。

　
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
ぼ
く
は
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
今
日
の

こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
は
、「
初
シ
ュ
ー
ト
か
、

良
か
っ
た
ね
え
。
気
持
ち
よ
か
っ

た
ろ
う
。
お
れ
も
そ
ん
な
時
が
あ

っ
た
な
あ
、
な
つ
か
し
い
な
あ
。」

　（
お
父
さ
ん
も
そ
ん
な
時
が
あ
っ

た
ん
だ
ぁ
）
と
、
ぼ
く
は
思
い
ま

し
た
。

咸陽小学校5年
尾　川　　涼くん

友
　
達

人
権
シ
リ
ー
ズ
223

去
る
１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
、市
内
の
小
･
中
学

生
の
人
権
作
文
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
１
編
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
人
権
推
進
課
　
蕁
６
２
―

０
２
２
５



広報すくも  2006.2⑨

　
１２
月
は
議
会
も
終
了
。
市
内
で

は
忘
年
会
が
た
く
さ
ん
催
さ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
宿
毛

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
世
界
最
大
級
の

海
底
掘
削
船
「
ち
き
ゅ
う
」
の
入
港
、

元
旦
の
豪
華
客
船
の
ふ
じ
丸
の
接

岸
、
日
本
最
大
級
の
起
重
機
船
の

作
業
と
、宿
毛
に
世
界
級
の
船
が
三

隻
揃
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
更

に
「
ち
き
ゅ
う
」
は
１
月

２１
日
か

ら
接
岸
し
、
一
般
公
開
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
こ
の
広
報
の
出

る
頃
に
は
そ
の
成
果
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
歳
末
の
警
戒
に
当
た
ら
れ
る
消

防
団
の
方
々
を
激
励
に
、
年
中
行

事
で
す
が
、

１２
月

３０
日

１９
時
か
ら

２３
時
ま
で
消
防
団
長
・
副
団
長
・

消
防
署
長
と
共
に
市
内
の
各
地
域

を
巡
回
し
ま
し
た
。
（
私
の
今
年
の

持
分
は
山
側
と
い
う
か
市
町
内
と

東
北
半
分
で
し
た
）
地
域
の
消
防

団
の
方
々
が
、
仕
事
後
も
各
地
の

防
災
活
動
に
精
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
こ
と

で
地
域
は
守
ら
れ
、

協
同
の
社
会
が
成

り
立
っ
て
い
る
訳

で
す
。
民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
消
防
署
と
連
携

を
と
り
、
日
頃
か

ら
規
律
正
し
く
訓

練
を
し
て
、
一
大

事
の
時
は
集
り
、

防
災
活
動
に
精
を

出
す
と
い
う
構
図
は
、

地
域
社
会
の
基
本
で
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

　
土
佐
く
ろ
鉄
道
の
事
故
の
時
も

警
察
・
消
防
と
連
携
を
取
り
、
い

つ
燃
料
に
引
火
し
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
で
、
二
晩
も
徹
夜
で
警

戒
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

台
風
時
に
も
常
に
警
戒
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
、
頭
の
下
が
る
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
昨
年
台
風

１４
号
の
時
は
残
念
な

こ
と
に
高
波
警
戒
に
当
た
っ
て
い

た
大
島
の
団
員
の
方

が
、
防
波
ゲ
ー
ト
の

開
閉
時
、
足
を
は
さ

ま
れ
左
足
首
切
断
と

い
う
大
事
故
に
遭
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
ぞ
っ
て
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
、
一

日
も
早
い
社
会
復
帰

の
手
助
け
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
歳
末
の
警
戒
か
ら
、

１
月
に
は
早
々
か
ら
の
出
初
式
、

８
日
の
朝
早
く
か
ら
集
合
し
、
寒

冷
風
の
中
隊
列
を
組
み
、
屋
外
で

の
式
典
に
臨
み
、
模
範
ポ
ン
プ
操

法
を
し
て
い
た
だ
き
、
松
田
川
河

川
敷
で
の
一
切
放
水
と
、
一
連
の

行
事
を
半
日
が
か
り
で
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
団
員

の
皆
様
方
の
日
頃
の
訓
練
の
賜
と

感
激
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
出
来
得
れ
ば
市
民
の
方
々
に
も
、

出
初
式
な
ど
に
は
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
日
常

の
仕
事
の
後
の
訓
練
や
防
災
出
動

は
非
常
に
苛
酷
な
作
業
で
す
。
地

域
の
若
い
方
々
の
参
加
が
大
切
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
来
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
る
南
海
・
東
南
海
地
震
に

対
す
る
備
え
は
、
各
自
で
認
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
消
防

団
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
。
出
初
式
の
後
は
火

の
用
心
の
お
礼
を
持
っ
て
消
防
団

活
動
に
か
か
る
費
用
の
寄
付
を
お

願
い
し
に
参
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
消
防
団

活
動
へ
の
更
な
る
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
消
防
団
・
消
防
署
・

婦
人
消
防
隊
・
少
年
消
防
隊
・
消

防
団
音
楽
隊
な
ど
約
３
８
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
勤
続
表
彰
と

優
良
消
防
団
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
模
範
ポ
ン
プ
操
法
・
市

内
パ
レ
ー
ド
・
松
田
川
河
川
敷
で

は
一
斉
放
水
を
行
い
、
防
火
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

 【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

　
次
の
日
の
朝
、
お
父
さ
ん
が
ぼ

く
に
、「
今
日
も
サ
ッ
カ
ー
を
し
て

一
発
決
め
ち
ゃ
れ
。
」
と
、
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
日
か
ら
、
ぼ
く
の
学
校
で

の
生
活
が
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
変

わ
り
ま
し
た
。

　
毎
日
、
毎
日
、
休
み
時
間
は
サ

ッ
カ
ー
ば
か
り
で
、
そ
れ
ま
で
暗

か
っ
た
ぼ
く
の
顔
は
、
き
っ
と
明

る
く
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
Ｂ
く
ん
や
Ｃ
く
ん
た

ち
と
も
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
友
達
も
た
く
さ
ん
増
え

ま
し
た
。

　
五
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
毎

日
が
楽
し
い
で
す
。

　
た
ま
に
は
み
ん
な
と
け
ん
か
す

る
時
も
あ
る
け
ど
、
二
、
三
日
た

て
ば
も
う
そ
の
人
と
は
仲
良
く
な

り
ま
す
。

　
ま
だ
、
サ
ッ
カ
ー
は
、
み
ん
な

よ
り
か
は
へ
た
だ
け
れ
ど
、
一
試

合
三
点
も
取
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
み
ん
な
が
時
々
、「
涼
く
ん
、
今

日
は
す
ご
い
活
や
く
や
っ
た
ね
え
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
一
年
の
こ
ろ
、
Ａ
く
ん
が
ぼ
く

に
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
が
未

だ
に
頭
か
ら
は
な
れ
ま
せ
ん
。

今
月
の
無
料
人
権
相
談

日
時
　
２
月

２３
日

（木）
　

１０
時
〜

１５
時

※
相
談
時
間
は
１
人

３０
分
で
す

場
所
　
市
役
所
１
階
　
相
談
室

主
催
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役

あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役
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　ひかり共同作業所の活動を支援するチャ
リティー企画展を開催します。
　企画展では、作業所の活動内容の紹介や、
利用者や公民館サークルなどが作った手す
きはがきや陶芸品などの展示、販売のほか
バザーも予定しています。
　皆さんのご来場をお待ちしています。

日　時　２月２５日（土）～２７日（月）
　　　　９：００～１６：００

場　所　宿毛文教センター

【問い合わせ先】ひかり共同作業所
　　　　　　　　蕁６３―５４６９

　１２月１０日（土）文教センターにおいて、物
づくり教室と料理教室が開催されました。
　物づくり教室は、ミニ門松づくりに挑戦
し、親子で力をあわせて竹を切断して形を
整え、飾り付けを行い立派な門松ができま
した。
　また、料理教室では小学生２９名が参加
してチョコレートケーキを作りました。
　チョコを細かく刻んだり、バターを溶か
してこねたりするところなど難しい部分も
ありましたが、参加者同士助けあってケー
キは完成し、最後はみんなでおいしくいた
だきました。

　１月から始まった今年の大河ドラマ「功
名が辻」は、山内一豊と千代の夫婦が戦国
時代を駆け抜けて土佐一国の主になる出世
一代記です。
　一豊が土佐に入国するのは物語の終盤で
すが、入国後は重臣を各所に置き、以後二
百年余り続く土佐藩の土台を築きます。
　宿毛にも重臣の一人、山内可氏が六千石
でやってきます。可氏の母は一豊の姉の北

方様で、今なお市民に親しまれています。
　今回、譛土佐山内家宝物資料館の出張講
座として、一豊の生涯と、北方様や可氏と
の係わりをお話いただきます。また講座後、
宿毛に残されている関係資料と史跡を、古
地図を持ちながら散策します。
　事前の申し込みは必要ありませんので、
皆さんお誘い合わせのうえぜひご参加くだ
さい。

物づくり教室・料理教室
が開催されました

譛土佐山内家宝物資料館出張講座
『一豊の生涯そして実姉北方様と宿毛』開催

あるじ

よしうじ

文
教
セ
ン
タ
ー

北方様の見台北方様の書箪笥

明
治
維
新
後
伊
賀
姓
を
名
乗
っ
た

１１
代
宿
毛
領
主
氏
理

家族で力を合わせて、コンパクトでおしゃれな門松
ができました。

腕を組み、盤をにらみ、大人も子どもも真剣勝負。

第3回 ひかり共同作業所 チャリティー企画展開催

う
じ
さ
と

歴
史
と
文
化
の
情
報
発
信

み
ん
な
の
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
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宿
毛
初
代
領
主
 

可
氏
の
墓
地
（
桜
町
）

坂
本
図
書
館
　

蕁
6
3
｜

2
6
5
4

中
央
公
民
館
　

蕁
6
3
｜

2
6
1
8

宿
毛
歴
史
館
　

蕁
6
3
｜

5
4
9
6

囲碁Ａ準優勝

　　　３　位

囲碁Ｂ優　勝

　　　準優勝

　　　３　位

子ども優　勝

　　　準優勝

　　　３　位

将棋Ａ準優勝

　　　３　位

将棋Ｂ優　勝

　　　準優勝

　　　３　位

子ども優　勝

　　　準優勝

　　　３　位

囲 碁 名人

将 棋 名人

山沖　浩一（大方町）

新谷　重光（土佐清水市）

桑原　　霞（四万十市）

掛水　博昭（大方町）

新谷和三郎（宿毛市）

豊田　敦司（四万十市）

川村　昇吾（大月町）

秋月龍太郎（四万十市）

川村　幸世（四万十市）

野々下好幸（四万十市）

尾川　亀夫（愛南町）

桑原　広幸（ 四万十市）

佐野　義泰（四万十市）

吉川　貴都（宿毛市）

山形　宗也（土佐清水市）

近森　洸希（三原村）

畑山　秀俊（土佐清水市）

近松　和彦（宿毛市）

カラオケのマイクをちょっと細く
したくらいの大きさのロケットは、
敗戦のどん底から未来をめざす日
本の人びとへ送った「逆転の翼」で
あった…。ペンシルロケットの開
発に取り組んだ男たちと、その前
後の宇宙開発の様子を描く。

蘚救助犬ベア　９．１１ニューヨーク グラウンド・ゼロの記憶
スコット・シールズ他 著／金の星社

蘚インフルエンザ感染爆発　見えざる敵=ウイルスに挑む
デイビット・ゲッツ 著／西村秀一 訳／金の星社

蘚ファーガス・クレインと空飛ぶ鉄の馬
ポール・スチュワート 作／クリス・リデル 絵／ポプラ社

蘚ミスタードッグ　ぼくはぼくだけのぼく
マーガレット・ワイズ・ブラウン 文／ガース・ウィリアムズ 絵／講談社

蘚逆転の翼� 的川泰宣 著／新日本出版社

昔話、民話、童話、ロングセラー
の絵本など、人々に愛されてきた
「おはなし絵本」には、こころに
深く残るストーリーの力がある。
ぜひ読んでおきたい1 0 0 冊のおは
なし絵本のイラストやあらすじ、
解説などを収録する。

蘚ウーマン・オブ・ザ・イヤーしびれるほど仕事を楽しむ女たち
日経ＷＯＭＡＮ 編／日本経済新聞社

蘚絶滅危機生物の世界地図
Ｒｉｃｈａｒｄ Ｍａｃｋａｙ 著／武田正倫 訳／丸善

蘚図解めんどくさいをなくす　台所仕事事典
白井 操 著／講談社

蘚梟首の島　上・下
坂東眞砂子 著／講談社

　3月6日（月）～3月13日（月）の期間、資料特別整理
等のため休館となります。

蘚もっと読みたいおはなし絵本100�鳥越 信 編／平凡社

今月の新刊案内

坂本図書館長期休館のお知らせ

　保存年数を経過した雑誌（一人3冊）・図書を差し
上げます。

期　間　3月14日（火）～3月30日（木）
　　　　※休館日を除く
時　間　１０：００～１７：００
場　所　坂本図書館

雑誌・図書を差し上げます

　１月１５日（日）宿毛文教センターにお
いて、第１７期 宿毛市囲碁・将棋名人
戦が開催されました。
　市内外から総勢１２０名が参加し、白
熱した大会となりました。各部門別の
成績は次のとおりです。　

宿毛市囲碁・将棋名人戦

日　時　２月１９日（日）   １３：３０～１６：３０

場　所　宿毛文教センター２階
　　　　会議室１

参加料　無　料

講　師　譛土佐山内家宝物資料館
　　　　館　長  渡部  　淳氏
　　　　学芸員  藤田  雅子氏

散　策　宿毛歴史館→河戸堰→宿毛城跡→
　　　　宿毛土居跡→宿毛山内家墓地→
　　　　北方様墓地
　　　　※徒歩約１時間で階段が若干あります。
　　　　※雨天の場合は講座のみとなります。

よ
し
う
じ
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式
典
で
は
、
ま
ず
、
中
西
清
二
市
長
が
「
新

成
人
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
社
会
の
一
員

と
し
て
果
た
す
べ
き
義
務
や
責
任
も
生
じ
て

き
ま
す
。
人
と
人
と
の
付
き
合
い
の
中
で
は
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に
も
意
を

尽
く
し
て
い
た
だ
き
、
宿
毛
湾
に
停
泊
中
の

地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
の
ご
と
く
、

新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
挑
戦
者
と
し
て
、
柔

軟
な
発
想
と
た
く
ま
し
い
行
動
力
を
も
っ
て
、

宿
毛
市
の
ま
た
日
本
の
次
代
を
担
う
立
派
な

責
任
あ
る
社
会
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。」

と
の
式
辞
と
と
も
に
、「
皆
さ
ん
は
宿
毛
市
の

大
切
な
財
産
で
す
。
現
在
は
宿
毛
を
離
れ
ら

れ
て
い
て
も
、
５
年
後
、
１０
年
後
に
な
ろ
う

と
も
、
必
ず
や
宿
毛
に
帰
っ
て
活
躍
し
て
ほ

し
い
。
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
宮
尾
珠
里

さ
ん（
平
田
町
戸
内
）が
記
念
品
の
贈
呈
を
受

け
ま
し
た
。

１月8日（日）、宿毛文

教センターにおいて

「平成18年宿毛市成

人式」が行われました。

今年、宿毛市では

290人が成人式を迎

え、男性100人、女

性134人の計234

人が式典に出席しま

した。

今年成人式を迎えられたのは、昭和

60年4月2日から昭和61年4月1

日生まれの方です。

昭和60年・61年といえば、

・「科学博つくば85」が茨城県筑波

で開幕（3月）

・淡路島と四国を結ぶ大鳴門橋開

通（6月）

・羽田発大阪行き日航ジャンボ機

が群馬県の御巣鷹山に墜落（8月）

・プロ野球日本シリーズで阪神タ

イガースが初の日本一（11月）

・スペースシャトル「チャレンジャー」

が爆発（1月）

がありました。

イ
ラ
ス
ト
／
お
く
だ
た
け
し

平成１８年平成１８年

成
人
式

成
人
式
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そ
し
て
、
岡
村
佳
忠
市
議
会
議
長
の
祝
辞

な
ど
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
小
嶋
壮
さ

ん
（
港
南
台
）
が
「
成
人
と
な
っ
た
こ
れ
か

ら
は
、
甘
え
は
通
じ
ま
せ
ん
。
規
制
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
な
る
喜
び
と
、
何
事
に
も
責
任

を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
み
を
胸
い
っ

ぱ
い
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
早
く
諸
先
輩
方

に
認
め
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
、
守
っ
て
頂

い
た
以
上
に
守
る
こ
と
が
で
き
る
成
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
生
を
海
に
例
え
る

言
葉
を
昔
よ
り
耳
に
し
ま
す
が
、
皆
様
方
よ

り
授
か
っ
た
船
で
、
ど
ん
な
波
も
乗
り
越
え

て
ゆ
き
た
い
思
い
ま
す
。
波
を
乗
り
越
え
る

た
び
に
そ
れ
が
自
信
と
な
る
は
ず
で
す
。
そ

し
て
い
つ
の
日
か
そ
の
船
に
新
し
い
家
族
を

乗
せ
船
出
し
ま
す
。
本
日
の
感
激
を
生
涯
の

糧
と
し
て
初
心
を
忘
れ
ず
、
今
ま
で
愛
し
み

厳
し
く
も
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
い
た
家
族

や
、
多
く
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
「
土
佐
宿
毛
い
ご
っ
そ
太
鼓
」

の
力
強
い
演
奏
と
、
２
組
に
分
か
れ
て
の
記

念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
輝
か
し
い
笑
顔
と
感
謝
の
気
持

ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、「
元
気

都
市
す
く
も
」
を
支
え
る
新
し
い
力
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。



⑭

高知けいば

4、5、11、12
18、19、25、26
2月

高知競馬公式ホームページ
〈ホームページアドレス〉  http://www.keiba.or.jp
〈i-modeアドレス〉  http://www.keiba.or.jp/i/

納
期
限

（火）

国　保　税 8期

介護保険料 8期 28
22
28

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

2（木）

4（土）

5（日）

7（火）

9（木）

10（金）

11（土）

13（月）

17（金）

18（土）

19（日）

20（月）

21（火）

23（木）

25（土）

26（日）

27（月）

28（火）

公的年金等の確定申告説明会
　～3日（金）

朝日杯少年サッカー大会（西部支部予選）
　～5日（日）

第12回　土佐西南文化交流祭

社会保険・年金出張相談

夜間市税納付窓口開設日

第45回　宿毛市地区長連合会定期総会

第20回　中学校バレーボール宿毛大会
　～12日（日）

ふれあい保育（体験入園）

関西学院大学野球部キャンプ　～26（日）

宿毛市体育協会
バドミントン大会（ハートスポーツ杯）

第5回　四国西南小学生ロードレース大会
第5回　四国西南中学新人駅伝競走大会

譛土佐山内家宝物資料館出張講座
「一豊の生涯そして実姉北方様と宿毛」

あいさつ･声かけ運動日

社会保険・年金出張相談

行政相談「定例相談日」

心の健康相談

無料人権相談

夜間市税納付窓口開設日

第3回　ひかり共同作業所
チャリティー企画展　～27日（月）

休日市税納付窓口開設日

高知県西部地区　スカッシュバレーボール大会

第32回　宿毛サッカー選手権大会
（社会人の部）

日本生命野球部キャンプ　～3/11（土）

心の健康相談

中村税務署 蕁0880－35－2135

総合運動公園　蕁66－1467

生涯学習課　蕁63－3394

市 民 課　蕁63－1112

税 務 課　蕁63－1115

総 務 課　蕁63－0948

総合運動公園　蕁66－1467

各園にお問い合わせください

総合運動公園　蕁66－1467

正和隣保館　蕁63－2254

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛歴史館　蕁63－5496

宿毛市教育研究所 蕁63－1102

企画広報課　蕁63－1118

市 民 課　蕁63－1112

行政相談委員 松岡陽一 蕁66－0110

幡多福祉保健所 蕁0880－34－5124

人権推進課　蕁62－0225

税 務 課　蕁63－1115

ひかり共同作業所　蕁63－5469

税 務 課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

幡多福祉保健所 蕁0880－34－5124

宿毛文教センタ－

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合社会福祉センター

市役所 税務課

ＪＡ高知はた宿毛支所2階

宿毛市総合運動公園

市内　各保育園
宿毛幼稚園

宿毛市野球場

正和隣保館

和田体育館

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター

市内全域

宿毛文教センター

宿毛文教センター 会議室3

幡多福祉保健所

市役所 相談室

市役所 税務課

宿毛文教センター

市役所 税務課

宿毛市総合運動公園

宿毛市野球場

幡多福祉保健所

9:30

9:00

12:00

10:00

17:15

13:30

9:30

9:30

10:00

8:30

9:30

13:30

16:00

10:00

13:00

13:30

10:00

17:15

9:00

9:00

8:30

9:00

13:30

市役所 第１会議室
（当日、市民課で受付）

市役所 第１会議室
（当日、市民課で受付）

保育園

幼稚園

第27回　部落解放文化祭　～19日（日）
　・作品展示（18日～19日）
　・交流スポーツ大会（18日）
　・催し物発表会（19日）
　・堀内　佳コンサート（19日）
　　「そのままの君で」

13:00
18:00

9:30
14:00

第4回　梓立祭
　●作文発表・表彰式
　●講演会「大隈と大江卓」
　　講師：奥島孝康氏（早稲田大学第14代総長）

平成18年　2月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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議
案
番
号

第
1
号

第
2
号

第
8
号

第
9
号

第
10
号

第
11
号

第
12
号

第
13
号

第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

第
18
号

第
19
号

第
20
号

第
21
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号

意
見
書
案

第
1
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

平
成
十
七
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て平
成
十
七
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、

定
期
船
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
、

下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
水
道
事
業
）
補
正

予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
か
ら
大
方
町
及
び
佐

賀
町
が
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

高
知
西
部
環
境
施
設
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
高
知
西
部
環
境
施
設
組
合
規
約

の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

高
知
西
部
環
境
施
設
組
合
か
ら
大
方
町
及
び
佐
賀
町

が
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

高
知
西
部
環
境
施
設
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

規
約
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
字
の
区
域
の
画
定
に
つ
い

て市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
一
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
一

億
三
、
九
九
八
万
二
千
円
が
増
額
補

正
さ
れ
、
累
計
で
一
〇
五
億
一
、
一

〇
四
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
重
度
心
身
障
害
児
・
者
医
療
費
扶

助
…
…
…
…
…
一
、
二
〇
〇
万
円

○
私
立
保
育
所
入
所
児
童
運
営
委
託

料
…
…
…
…
…
…
…
六
九
五
万
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
五
八
五
万
円

○
現
年
度
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
…
…
…
…
…
一
四
、
四
五
五
万
円

○
宿
毛
市
農
業
委
員
会
選
挙
費

　
…
…
…
…
…
…
…
△
七
九
一
万
円

○
塵
芥
処
理
費

　
…
…
…
…
…
…
…
△
六
六
二
万
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
」
な
ど
予
算
議
案
八
件
、「
宿
毛

市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
な
ど
条
例
議
案
四
件
、「
指

定
管
理
者
の
指
定
」
議
案
四
件
、

そ
の
他
の
議
案
八
件
の
合
計
二
十

四
議
案
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
回
定
例
会
で
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
各
決
算
に
つ
い

て
は
、
指
摘
、
改
善
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
意
見
を
付
し
た
う
え
で
、

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
二
日
及
び
十
三
日
の
二
日
間
に

七
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
十
四
日

に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
は
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
な
ど

七
件
が
審
議
さ
れ
、
二
件
が
採
択
、

一
件
が
取
下
げ
、
四
件
が
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

　
～

　
第
四
回
定
例
会
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
七
日
に
開
会
し
、

十
三
日
間
の
会
期
で
十
二
月
十
九
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

（

定

例

会

）

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第34号



⑯

意
見
書
案

第
2
号

第
3
号

第
4
号

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
で
新
し
い
貿
易
ル
ー
ル
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

「
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確
実
な
実
現
」
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議
会
制
度
改
革
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

請
願

第
3
号

第
4
号

陳
情

第
39
号

第
40
号

第
34
号

第
36
号

第
37
号

採
　
　
択

採
　
　
択

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

取
り
下
げ

（
今
議
会
提
出
分
）

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
で
新
し
い
貿
易
ル
ー
ル
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

患
者
・
国
民
負
担
増
計
画
の
中
止
と
「
保
険
で
安
心

し
て
か
か
れ
る
医
療
」
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

幡
多
地
域
に
県
立
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
前
議
会
提
出
分
）

排
水
ポ
ン
プ
機
の
取
替
え
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
野
球
場
夜
間
照
明
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
教
育
の
機
会

均
等
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

議
案
番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、所
管
の
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◎
宿
毛
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
下
水
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
平
成
十
七
年
十
一
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
本
市
の
公
の
施
設
の
う
ち
、
宿

毛
市
中
央
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、

蛍
湖
ゴ
ル
フ
パ
ー
ク
、
宿
毛
市
国

民
宿
舎
椰
子
及
び
す
く
も
サ
ニ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
四
施
設
の
管
理

運
営
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
第
五
回
臨
時
会
が
十
月
三
十

日
開
催
さ
れ
、
議
員
か
ら
提
案

さ
れ
た
「
意
見
書
案
」
一
件
は
、

審
議
の
結
果
、
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

　
第
六
回
臨
時
会
が
十
一
月
二

十
八
日
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、「
一
般
会

計
補
正
予
算
」
一
件
、「
条
例
議

案
」
一
件
の
合
計
二
議
案
で
、審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１２
月�

７
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
決
算
議
案
（
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
決
）
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

８
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

９
日
（
金
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

１０
日
（
土
）
休
　
会�

�

１１
日
（
日
）
休
　
会�

�

１２
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１３
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１４
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１５
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１６
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１７
日
（
土
）
休
　
会

�

１８
日
（
日
）
休
　
会�

�

１９
日
（
月
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

�
�

討
論
、
表
決
、
閉
会

十
二
月
定
例
会
日
程

条
　
　
例

そ

の

他

第
五
回
臨
時
会
の
概
要

第
六
回
臨
時
会
の
概
要
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A
　
防
波
堤
に
設
置
さ
れ
る
藻
場
や
、

宿
毛
湾
を
ベ
ー
ス
に
活
動
す
る
探

査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
を
利
用
し
た

振
興
策
を
直
ち
に
策
定
し
、
市
外
、

県
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

B
　
港
の
使
用
の
邪
魔
に
な
ら
な

け
れ
ば
、
釣
り
い
か
だ
設
置
も
可

能
だ
と
考
え
る
。
漁
業
の
振
興
策

と
し
て
漁
業
者
が
希
望
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
行
政
と
し
て
協
力
し
て

い
く
。
「
ち
き
ゅ
う
」
を
観
光
面
に

生
か
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
大

切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
皆

さ
ん
が
宿
毛
ま
で
見
に
来
て
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
る
し
、
世
界
中

の
学
者
、
日
本
の
学
生
が
見
学
や

会
議
に
来
る
と
聞
い
て
い
る
。
愛

媛
の
方
も
含
め
て
、「
ち
き
ゅ
う
」

が
宿
毛
湾
に
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。

A
　
咸
陽
小
学
校
の
耐
震
値
は
、

一
階
が
〇
・
一
二
だ
と
聞
い
た
が
、

南
海
地
震
が
起
き
た
と
き
に
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
他
校
の
耐
震
診

断
の
結
果
と
改
修
予
定
を
聞
く
。

B
　
津
波
が
来
れ
ば
、
当
然
す
べ

て
校
舎
は
崩
壊
と
、
こ
う
い
う
状

況
に
な
ろ
う
か
と
予
想
し
て
い
る
。

耐
震
診
断
は
十
一
校
の
校
舎
に
つ

い
て
行
い
、
一
部
校
舎
部
分
を
除
き
、

耐
震
、
安
全
性
に
疑
問
あ
り
と
の

結
果
が
出
て
い
る
。
今
後
は
診
断

結
果
を
踏
ま
え
て
、
第
二
次
診
断

の
実
施
並
び
に
改
修
工
事
の
計
画

書
作
成
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。
順
序
に
つ
い
て
は
、
数

値
の
低
い
方
か
ら
順
に
、
計
画
的

に
や
っ
て
い
き
た
い
。

A
　
海
上
に
い
る
人
た
ち
に
、
地

震
発
生
時
の
行
動
に
つ
い
て
の
周

知
の
徹
底
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
講
演

や
広
報
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
地
震
に
対
す
る
対
策
、
認
識

を
持
つ
事
が
重
要
で
あ
り
、
漁
協

の
取
り
組
み
と
し
て
、
是
非
、
認

識
を
持
て
る
研
修
会
を
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
に
対
し
て
は
行
政

も
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
二
日
、
十
三
日
の
二

日
間
に
七
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

中
平
富
宏
 

議
員

宿
毛
湾
港
を
利
用
し
た

振
興
策
に
つ
い
て

防
災
（
耐
震
値
）

に
つ
い
て

防
災
（
海
上
）

に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】



⑱

A
　
地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」

の
宿
毛
湾
港
へ
の
入
港
は
、
児
童

生
徒
の
科
学
へ
の
興
味
と
関
心
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
市
の
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
見
学
に
来
ら
れ

る
と
期
待
さ
れ
る
。
学
校
へ
の
出

前
講
座
を
要
請
す
る
こ
と
を
含
め
、

観
光
面
や
産
業
面
で
も
地
域
経
済

の
活
性
化
に
役
立
て
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

B
　
全
長
二
百
十
メ
ー
ト
ル
、
総

ト
ン
数
五
万
七
千
ト
ン
級
の
世
界

最
大
の
掘
削
船
「
ち
き
ゅ
う
」
を

所
有
す
る
海
洋
研
究
開
発
機
構
に

対
し
て
、
基
地
港
の
要
請
を
し
て

き
た
結
果
、
宿
毛
は
住
民
の
理
解

も
あ
り
、
協
力
的
な
宿
毛
市
と
友

好
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
八

年
間
ぐ
ら
い
は
入
港
し
た
い
と
の

話
が
あ
っ
た
。
一
月
の
一
般
公
開

に
先
立
ち
、
要
請
が
あ
れ
ば
学
校

へ
出
向
い
て
の
出
前
講
座
も
内
諾

を
得
て
い
る
。
「
ち
き
ゅ
う
」
の

活
動
に
協
力
し
な
が
ら
、
観
光
面
、

産
業
面
で
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
。

A
　
奈
良
、
栃
木
で
の
小
学
一
年

生
の
女
児
殺
害
事
件
は
、
大
き
い

衝
撃
を
与
え
た
が
、
い
か
に
子
ど

も
た
ち
を
守
る
か
。
対
応
策
に
つ

い
て
聞
く
。

B
　
不
審
者
情
報
が
入
れ
ば
、
直

ち
に
各
学
校
へ
情
報
提
供
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
集
団
登
下
校
、
防

犯
訓
練
、
通
学
路
の
安
全
点
検
、

マ
ッ
プ
作
成
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
携

帯
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
提
案

の
あ
っ
た
「
学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
の
作
成
は

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

A
　
大
地
震
が
発
生
し
た
直
後
の

避
難
所
に
、
障
害
者
用
の
ト
イ
レ

や
建
物
入
口
の
ス
ロ
ー
プ
が
必
要

で
は
な
い
か
。

B
　
ご
指
摘
の
学
校
体
育
館
は
大

規
模
災
害
の
時
に
は
避
難
所
に
な

る
が
、
現
在
障
害
者
の
ト
イ
レ
は

な
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
さ
れ

て
い
な
い
。
校
舎
の
安
全
、
ト
イ

レ
や
水
と
食
料
の
供
給
な
ど
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
校
舎
や
体

育
館
が
潰
れ
て
は
何
に
も
な
ら
な

い
の
で
、
学
校
耐
震
化
の
補
強
の

中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

A
　
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
を
吸
い
込

め
ば
二
十
〜
四
十
年
後
に
は
肺
ガ

ン
や
中
皮
腫
に
な
る
こ
と
は
、
数

十
年
も
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
の

に
政
府
は
輸
入
と
使
用
を
継
続
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
資
材
使
用
に
か
か
わ

る
労
働
者
を
は
じ
め
、
過
去
に
ア

ス
ベ
ス
ト
工
場
の
従
業
員
や
そ
の

家
族
で
あ
っ
た
方
、
ま
た
工
場
周

辺
で
生
活
し
て
い
た
方
が
あ
れ
ば

罹
病
の
危
険
性
が
あ
る
。
宿
毛
市

民
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
聞
く
。

　B
　
宿
毛
市
で
は
環
境
課
を
総
括

窓
口
に
決
め
、
県
の
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
本
部
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
る
。
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険

性
を
市
民
に
知
ら
せ
る
広
報
活
動

を
強
化
す
る
。
全
市
民
の
調
査
は

で
き
な
い
の
で
該
当
さ
れ
る
方
、

ご
心
配
の
方
は
ご
自
分
の
方
か
ら

手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
消
防
団
員
が
防
災
活
動
の
現
場

で
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
一

定
数
の
防
塵
マ
ス
ク
を
配
備
す
る
。

　A
　
農
林
業
経
営
者
は
今
、
有
害

鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
。
狩
猟
期
間
終
了
後
十
五

日
間
待
た
な
く
て
も
、
す
ぐ
に
有

害
鳥
獣
駆
除
が
で
き
る
扱
い
や
被

害
が
出
な
い
う
ち
に
予
察
駆
除
の

制
度
も
あ
る
と
聞
く
。
ま
た
防
護

対
策
で
は
、
電
気
牧
柵
器
が
効
果

を
上
げ
好
評
と
聞
い
て
い
る
。
宿

毛
市
と
し
て
の
今
後
の
対
策
を
聞
く
。

B
　
宿
毛
市
に
お
い
て
は
有
害
鳥

獣
に
よ
る
被
害
が
、
十
五
年
度
か

ら
十
七
年
度
の
間
に
、
約
四
千
七

百
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
市
は
捕

獲
報
奨
金
を
出
し
た
り
、
防
護
対

策
へ
の
助
成
も
し
、
被
害
軽
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
電
気
牧
柵
器

設
置
に
対
し
、
市
は
一
基
一
万
八

千
円
の
補
助
を
し
て
い
る
。
十
五

年
度
か
ら
十
七
年
度
の
間
に
二
十

四
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
制
度
の

周
知
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
工
夫

し
取
り
組
む
。
予
察
捕
獲
の
許
可

に
は
い
ろ
い
ろ
制
約
が
あ
る
。
市

と
し
て
も
、
き
ち
ん
と
し
た
形
で

被
害
が
出
な
い
対
策
を
考
え
る
。

A
　
三
位
一
体
の
改
革
で
地
方
財

政
は
窮
地
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
改
革
の
評
価
と
宿
毛
市
へ
の

影
響
及
び
そ
の
対
応
を
聞
く
。

菊
地
　
徹
 

議
員

地
球
深
部
探
査
船

「
ち
き
ゅ
う
」
に
つ
い
て

浅
木
　
敏
 

議
員

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策

に
つ
い
て

沖
本
年
男
 

議
員

三
位
一
体
の
改
革
と

宿
毛
市
の
財
政
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の

安
全
対
策
は

災
害
時
で
の
障
害
者

対
策
に
つ
い
て
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B
　
市
町
村
に
と
っ
て
は
一
体
的

改
革
で
は
な
い
。
特
に
人
口
が
基

準
の
税
源
移
譲
は
地
方
の
歳
入
減

と
な
り
、
カ
ウ
ン
ト
の
仕
方
を
見

直
す
べ
き
だ
。

　
今
後
、
多
額
の
退
職
金
等
に
よ

り
基
金
の
取
り
崩
し
も
必
要
だ
。

来
年
度
の
予
算
は
児
童
手
当
等
の

国
庫
負
担
が
下
げ
ら
れ
、
市
は
今

年
度
比
で
六
千
七
百
万
円
の
負
担

増
と
な
る
。
一
方
、
国
勢
調
査
で
、

前
回
比
で
千
五
百
七
十
二
人
減
っ

た
が
、
こ
れ
で
地
方
交
付
税
が
八

千
八
百
万
円
も
減
額
に
な
る
等
極

め
て
厳
し
い
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
行
政

改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

よ
り
す
べ
て
の
事
業
を
見
直
し
、

起
債
に
よ
る
公
共
事
業
も
見
直
す
。

委
託
料
、
補
助
金
は
原
則
五
パ
ー

セ
ン
ト
カ
ッ
ト
が
基
本
だ
。
よ
り

重
要
度
等
を
取
り
入
れ
た
効
果
的

な
予
算
編
成
に
努
め
る
。

A
　
坂
本
ダ
ム
の
下
流
域
が
渇
水

の
場
合
の
放
流
シ
ス
テ
ム
を
聞
く
。

運
用
が
不
十
分
で
あ
る
な
ら
放
流

基
準
値
の
再
検
討
な
ど
の
見
直
し

を
求
め
る
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
可
動
堰
の
完
成
後
、
用

水
量
が
少
な
く
、
多
方
面
に
影
響

が
出
た
と
聞
く
が
対
策
は
。

B
　
坂
本
ダ
ム
の
放
流
に
つ
い
て

は
河
戸
堰
を
基
準
点
に
し
、
こ
こ

で
基
準
値
に
達
し
た
と
き
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年

夏
の
渇
水
時
に
は
、
こ
の
放
流
基

準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
説
明

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
実
態
を
反
映

さ
す
簡
易
な
水
位
計
の
設
置
は
で

き
な
い
か
、
ま
た
放
流
基
準
値
の

変
更
だ
け
で
な
く
、地
元
の
意
見
を

取
り
上
げ
、
ダ
ム
下
流
の
実
態
を

出
し
合
い
、
ダ
ム
事
務
所
と
協
議

を
し
て
い
く
。

　
可
動
堰
に
つ
い
て
は
関
係
者
と

協
議
し
て
堰
高
を
決
め
た
が
、
水

位
が
上
が
ら
ず
、
農
業
用
水
に
支

障
が
出
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

和
田
側
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、

二
門
の
固
定
堰
の
天
場
に
木
材
を

設
置
し
、
試
験
的
に
取
水
量
を
確

保
す
る
計
画
だ
と
返
事
を
も
ら
っ

て
い
る
。

A
　
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
に
は
、
雇
用
の
創
設
と
子
育

て
支
援
は
不
可
欠
で
あ
る
。
去
る

十
月
一
日
に
改
正
さ
れ
た
制
度
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
後
退
で
あ
り
、
早
急

に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
今
回
の
一
部
改
正
は
、
国
・

県
の
決
定
に
全
面
的
に
従
っ
た
形

に
な
っ
た
が
、
少
子
化
対
策
、
子

育
て
支
援
の
観
点
か
ら
も
、
有
効

か
つ
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。

財
政
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
は
ざ
ま

の
中
、
十
八
年
度
予
算
に
際
し
て
は
、

他
の
市
町
村
等
と
も
比
較
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

A
　
現
在
、
市
内
に
は
小
中
学
校

十
七
校
に
二
千
二
百
人
余
り
の
児

童
生
徒
が
い
る
が
、
少
子
化
に
よ

る
生
徒
数
の
減
少
を
考
え
る
と
、

現
在
の
学
校
数
の
維
持
が
難
し
い

の
は
理
解
で
き
る
。
十
年
後
、
二

十
年
後
の
市
内
の
学
校
の
配
置
を

考
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

た
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
望
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

B
　
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
取
り

組
み
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
示

さ
れ
て
い
る
統
合
計
画
を
、
保
護

者
や
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
た
い
。
そ
の
後
の
将
来
計
画
に

つ
い
て
は
現
段
階
で
は
考
え
て
な

い
が
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
教
育
委
員
会
で
議
論
し
て

い
く
。

A
　
本
県
で
も
平
成
十
八
年
十
月

か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開

始
さ
れ
る
が
、
宿
毛
市
の
今
後
の

予
定
を
聞
く
。

B
　
市
内
の
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
に
お

い
て
は
、
高
知
市
で
の
放
送
開
始

に
合
わ
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

配
信
す
る
予
定
と
聞
く
。
平
成
十

九
年
に
は
、
宿
毛
と
平
田
に
中
継

局
が
開
設
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
が
、

い
ず
れ
の
地
域
に
つ
い
て
も
詳
細

は
未
定
で
あ
り
、
今
後
と
も
情
報

の
早
期
入
手
と
、
正
確
な
情
報
の

伝
達
に
努
め
る
。

寺
田
公
一
 

議
員

乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
改
正
に
つ
い
て

教
育
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
対
応
に
つ
い
て

県
管
理
施
設
の

運
用
に
つ
い
て



⑳

第
1
号

第
2
号

原
案
可
決

原
案
可
決

平
成
十
七
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
番
号

意
見
書
案

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

（
第
六
回
臨
時
会
提
出
議
案
）

第
1
号

否
　
　
決

篠
山
小
中
学
校
改
築
計
画
実
施
設
計
委
託
料
執
行
の

留
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

（
第
五
回
臨
時
会
提
出
議
案
）

A
　
平
成
七
年
三
月
二
十
四
日
に

宿
毛
市
名
誉
市
民
条
例
が
施
行
さ

れ
て
い
る
が
、
十
年
経
過
し
た
今

も
誰
一
人
、
称
号
が
贈
ら
れ
て
い

な
い
。
条
例
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

の
で
あ
れ
ば
、
改
正
も
含
め
、
本

市
の
教
育
文
化
、
地
域
経
済
等
の

活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々

を
推
薦
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
名
誉
市
民
に
ふ
さ
わ
し
い
方
々

も
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
該
当
者

が
一
人
も
い
な
い
状
況
を
考
え
る

と
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
推
薦

方
法
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
提
案
し
、

議
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
市
民
が
納
得
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
各
種

団
体
や
市
民
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば
、

条
例
や
施
行
規
則
の
整
備
も
含
め
、

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

A
　
宿
毛
市
は
広
報
に
慶
弔
欄
が
、

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
個
人
情

報
保
護
と
情
報
公
開
の
関
連
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
る
が
、
日
ご
ろ
交

流
が
途
絶
え
が
ち
な
友
人
や
知
人

へ
の
お
祝
い
や
お
悔
や
み
に
活
用

す
る
た
め
、
広
報
に
掲
載
し
た
ら

ど
う
か
。

B
　「
広
報
す
く
も
」
に
慶
弔
欄
を

載
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
期

が
一
ヶ
月
遅
れ
る
こ
と
、
ま
た
個

人
情
報
を
利
用
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
場
合
等
、

個
人
情
報
の
保
護
の
関
連
も
あ
り
、

検
討
し
て
み
た
い
。

A
　
民
間
へ
の
業
務
委
託
は
企
業

ば
か
り
で
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
視

野
に
入
れ
る
べ
き
だ
。
非
営
利
団

体
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

多
く
の
市
民
へ
の
雇
用
の
確
保
や

利
益
の
還
元
が
で
き
る
と
思
う
。

市
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
育
て
て

い
く
姿
勢
が
必
要
と
思
う
が
。

B
　
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

児
童
館
業
務
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
、
歴
史

館
の
受
付
業
務
、
休
日
、
夜
間
の

公
共
施
設
の
管
理
等
を
民
間
に
委

託
し
て
い
る
。
平
成
十
八
年
度
よ

り
宿
舎
「
椰
子
」
を
初
め
四
施
設

の
管
理
運
営
を
民
間
の
指
定
管
理

者
に
行
わ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
現
在
行
政
が
直
接
実
施
し

て
い
る
業
務
の
う
ち
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
部
門
、
図
書
館
の

窓
口
業
務
や
ゴ
ミ
の
収
集
業
務
な

ど
積
極
的
に
民
間
委
託
を
検
討
し

て
い
く
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
含
め
て
、

公
の
施
設
の
管
理
に
ふ
さ
わ
し
い

団
体
を
指
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
思
う
。
直
接
指
定
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
特
定
非

営
利
団
体
の
組
織
化
を
手
伝
う
と
か
、

育
て
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

　A
　
谷
口
組
合
長
に
本
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す

る
た
め
臨
時
議
会
を
開
い
た
が
九

対
八
で
否
決
さ
れ
た
。
市
長
は
議

会
意
思
を
尊
重
し
改
築
計
画
を
続

行
さ
れ
る
と
思
う
が
、
九
月
議
会

で
答
弁
さ
れ
た
更
な
る
減
額
へ
の

努
力
の
成
果
と
、
実
施
設
計
の
入

札
結
果
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
九
月
議
会
で
は
事
業
費
を
約

三
億
円
圧
縮
し
六
億
二
千
六
百
万

円
に
減
額
し
、
更
な
る
節
減
を
約

束
し
た
。
三
位
一
体
改
革
の
中
、

財
政
は
非
常
に
厳
し
く
尚
一
層
の

節
減
を
図
る
よ
う
、
両
教
育
委
員
会
、

設
計
業
者
の
間
で
協
議
を
重
ね
て

い
る
。
中
学
校
は
統
合
と
い
う
形

で
の
規
模
縮
小
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
経
費
を
最
大
限
に
抑
え
る

と
い
う
意
味
で
の
最
小
限
の
も
の

に
し
て
は
ど
う
か
と
折
衝
し
て
い
る
。

十
二
月
二
日
に
実
施
設
計
の
入
札

が
行
わ
れ
（株）
大
建
設
計
工
務
が
税

抜
き
六
百
九
十
万
円
で
落
札
し
た
。

　
田
陸
紀
 

議
員

宿
毛
市
名
誉
市
民
の

推
薦
に
つ
い
て

宮
本
有
二
 

議
員

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
つ
い
て

篠
山
小
中
学
校
の

改
築
計
画
に
つ
い
て

「
広
報
す
く
も
」
に

慶
弔
記
事
の
掲
載
を
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※
以
下
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

本
文
は
割
愛
し
ま
す
。

◎
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

に
基
づ
く
施
策
に
関
す
る
意
見

書
◎
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
で
新
し
い
貿

易
ル
ー
ル
を
求
め
る
意
見
書

◎
議
会
制
度
改
革
の
早
期
実
現
を

求
め
る
意
見
書

　

◎
「
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確
実
な

実
現
」
を
求
め
る
意
見
書

　
「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、
小
泉

内
閣
総
理
大
臣
が
進
め
る
「
国
か

ら
地
方
へ
」
の
構
造
改
革
の
最
大

の
柱
で
あ
り
、
全
国
一
律
・
画
一

的
な
施
策
を
転
換
し
、
地
方
の
自

由
度
を
高
め
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
地
方
六
団
体
は
、
平
成
十
八
年

度
ま
で
の
第
一
期
改
革
に
お
い
て
、

三
兆
円
の
税
源
移
譲
を
確
実
に
実

施
す
る
た
め
、
昨
年
の
三
・
二
兆

円
の
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
案
の

提
出
に
続
き
、
政
府
か
ら
の
再
度

の
要
請
に
よ
り
、
去
る
七
月
二
十

日
に
残
り
六
千
億
円
の
確
実
な
税

源
移
譲
を
目
指
し
て
、
「
国
庫
補

助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革
案
（
二
）
」

を
取
り
ま
と
め
、
改
め
て
小
泉
内

閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
は
、「
地
方

の
意
見
を
尊
重
す
る
」
と
の
力
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
今
回
、

地
方
へ
の
三
兆
円
の
税
源
移
譲
を

決
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
保

護
費
負
担
金
の
地
方
へ
の
負
担
転

嫁
阻
止
と
施
設
整
備
費
国
庫
補
助

負
担
金
の
一
部
に
つ
い
て
税
源
移

譲
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
評
価

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
地

方
交
付
税
所
要
総
額
の
確
保
な
ど
、

残
さ
れ
た
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
平
成
十
六
年
八
月

に
示
し
た
「
地
方
の
改
革
案
」
に

沿
っ
た
「
真
の
地
方
分
権
改
革
の

確
実
な
実
現
」
に
向
け
、
平
成
十

九
年
度
以
降
も
「
第
二
期
改
革
」

と
し
て
、
更
な
る
改
革
を
強
力
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、

平
成
十
八
年
度
の
地
方
税
財
政
対

策
に
お
い
て
左
記
事
項
を
実
現
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、地
方
交
付
税
の
所
要
総
額
の
確

保
　
　
平
成
十
八
年
度
の
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
は
、「
基
本
方
針
二

〇
〇
五
」の
閣
議
決
定
を
踏
ま
え
、

地
方
公
共
団
体
の
安
定
的
財
政

運
営
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、地
方
交
付
税
の
所

要
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
　
ま
た
、
税
源
移
譲
が
行
わ
れ

て
も
税
源
移
譲
額
が
国
庫
補
助

負
担
金
廃
止
に
伴
い
財
源
措
置

す
べ
き
額
に
満
た
な
い
地
方
公

共
団
体
に
つ
い
て
は
、
地
方
交

付
税
の
算
定
等
を
通
じ
て
確
実

に
財
源
措
置
を
行
う
こ
と
。

二
、三
兆
円
の
確
実
な
税
源
移
譲

　
　
三
兆
円
の
税
源
移
譲
に
当
た

っ
て
は
、
所
得
税
か
ら
個
人
住

民
税
へ
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
比
例

税
率
化
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
。

三
、真
の
地
方
分
権
改
革
の
た
め
の

「
第
二
期
改
革
」
の
実
施

　
　
政
府
に
お
い
て
は
、「
三
位
一

体
の
改
革
」
を
平
成
十
八
年
度

ま
で
の
第
一
期
改
革
に
と
ど
め

る
こ
と
な
く
、「
真
の
地
方
分
権

改
革
の
確
実
な
実
現
」
に
向
け
、

平
成
十
九
年
度
以
降
も
「
第
二

期
改
革
」
と
し
て
「
地
方
の
改

革
案
」
に
沿
っ
た
更
な
る
改
革

を
引
き
続
き
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
。

四
、施
設
整
備
費
国
庫
補
助
負
担
金

に
つ
い
て

　
　
施
設
整
備
費
国
庫
補
助
負
担

金
の
一
部
に
つ
い
て
税
源
移
譲

割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ

れ
、
税
源
移
譲
の
対
象
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
地
方

の
裁
量
を
高
め
る
た
め
、「
第
二

期
改
革
」
に
お
い
て
、「
地
方
の

改
革
案
」
に
沿
っ
た
施
設
整
備

費
国
庫
補
助
負
担
金
の
税
源
移

譲
を
実
現
す
る
こ
と
。

五
、法
定
率
分
の
引
き
上
げ
等
の
確

実
な
財
源
措
置

　
　
税
源
移
譲
に
伴
う
地
方
財
源

不
足
に
対
す
る
補
て
ん
に
つ
い

て
は
、
地
方
交
付
税
法
の
原
則

に
従
い
、
法
定
率
分
の
引
き
上

げ
で
対
応
す
る
こ
と
。

六
、地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
決
算

か
い
離
の
同
時
一
体
的
な
是
正

　
　
地
方
財
政
計
画
と
決
算
と
の

か
い
離
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

八
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
、
同
時
一
体
的
に
規
模

是
正
を
行
う
こ
と
。

七
、「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の

制
度
化

　
　
「
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確

実
な
実
現
」
を
推
進
す
る
た
め
、

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
を

定
期
的
に
開
催
し
、
こ
れ
を
制

度
化
す
る
こ
と
。

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

意

見

書



澤

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
の
三
位
一
体
改
革
が
進
む
中
、

地
方
交
付
税
の
見
直
し
、
国
庫

補
助
負
担
金
等
の
縮
減
が
計
ら
れ
、

本
市
の
財
政
を
取
り
巻
く
状
況

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
も
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
市
民

福
祉
の
向
上
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
穏
や
か
で
良
き
一
年
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

〈
編
集
委
員
〉

蘢

中

平

富

宏

蘢

沖

本

年

男

蘢

田

中

徳

武

蘢

中

川

　

貢

蘢

菱

田

征

夫

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は

三
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
を
配
信
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は三月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせ下さい。（蕁６３－２９０７）

また、委員会も傍聴できます。

●議会を傍聴しませんか…

　市議会で審議する案件を議案といい、これを提出できるのは、市長と議員です。なお、議員が議
案を提出するには、議員定数の１２分の１以上の賛成者が必要です。
　提出された議案は、まず、本会議で提出者から提案説明を受け、質疑応答の後、よりきめ細かく
審議するため、原則として関係の委員会に付託します。
　委員会の審査が終わった議案は、委員長からその結果を議長に報告して、本会議で最終的な議決
を行います。

議案
（市長提出）

議案
（議員提出）

本会議

委
員
会
付
託

質
疑
応
答

提
案
説
明

討
論
・
表
決

質
疑
応
答

委員会 本会議

表
決

討
論

質
疑
応
答

委
員
長
報
告

市議会の運営　議案が議決されるまで

→ →
→

→

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★
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【問い合わせ先】 総務課　防災交通対策係　蕁6 3 －1 1 1 1トラフ博士

　介護保険制度における地域密着型サービス事業者
向け説明会を下記のとおり開催します。
　高齢者が要介護状態となっても、可能な限り住み
慣れた自宅または地域で生活を継続できるように、
平成１８年４月１日より｢地域密着型サービス｣がはじ
まります。
　宿毛市内において、事業展開をお考えのサービス
事業者におかれては、事前に説明会出席申込書兼意
向調査書を送付しますので、宿毛市保健介護課まで
ご連絡ください。

日　　時
　２月１５日（水）　１３：３０～１５：００

場　　所
　宿毛市役所３階　第３会議室

内　　容
　（１）地域密着型サービスについて
　（２）宿毛市の現状と方向性について
　（３）各事業者の抱える疑問・課題について

申込方法
「出席申込書兼意向調査書」を２月１３日（月）までにご
提出ください。

【申し込み・問い合わせ先】

　　保健介護課　介護保険係　蕁６３－１１１３

 夜間に地震が発生した場合、多くの人は

眠っているため無防備で、また、地震直

後は停電の恐れもあるため、混乱してし

まいます。

　寝室の家具の配置や転倒防止、落下物

の防止に心がけ、すぐに避難できるよう

にしておきましょう。

 （例）
○枕元に靴や懐中電灯を置いておく
○部屋の出入り口や通路に物を置かない

地震は、昼間に発
生するとは限らな
いのじゃ。夜間に
起きる場合も考え
られるのじゃ。

寝ているときに地震
が起きてパニックに
ならないように事前
に備えておくことが
必要よね。

ゆうどうくん

ヘルパちゃん

地域密着型サービス説明会

夜、暗い中を避難す
るには、懐中電灯が
ないと困るぞ～。

靴も用意しておかな
いと、割れたガラス
や家具でけがをしち
ゃうぞ～。

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健診］対象児に個人通知します

8（水）
15（水）

12：30～14：00
12：30～14：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

7（火）
9（木）
17（金）
22（水）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

3月実施予定の各種健診・予防接種

場 　 所 受 付 時 間日

［1.6歳児健診］対象児（平成16年7月～8月生）に個人通知します

14（火） 19：30～10：10宿毛市総合社会福祉センター

10：00～10：10宿 毛 市 役 所
場 　 所 引 取 り 時 間

3月の犬の引取り日
日
2（木）

やなせたかし

今回は夜間に発生する
地震に備えるだぞ～
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濆

　すくも湾漁協の拠点的な水産物産地市場である「すく
も湾中央市場」が、昨年の１１月１日から最新鋭の高度衛
生管理型水産物供給施設として稼動しています。

稼働から3カ月

安全・安心

宿毛湾ブランド

　施設の主な設備としては、鳥の巣防止のための埋め込
み型の照明、床の全面抗菌コーティング、洗浄冷海水製
造施設（５０トン／日）、紫外線抗菌水製造装置、電動フォー
クリフト５台、魚体選別機２機（処理能力２０トン／ｈ）等で、
水揚げから出荷に至るまでの各作業段階の衛生管理を徹
底した施設です。
　この施設を有効に活用するため、『安全・安心』を第一に、
漁獲物の鮮度保持等その取り扱いに細心の注意を払いな
がら、新たな流通販売戦略を試みています。

　また市場規模の拡大により、市場外に流通されていた
漁獲物の集中的な取り扱いができるようになるなど販路
の拡大も期待できます。
　開設２カ月間の実績としては、まき網船団の全船水揚
げにより、片島・中央市場合わせて漁獲高で対前年比１４０
％、前々年比１７０％となり順調な滑り出しとなっています。
　今後は、宿毛湾の魚のブランド化を図るなど、漁家所
得の向上に向けた運営が期待されます。

施設の概要

荷捌き施設
３０×８５ｍ＝２５５０㎡

製氷・貯氷施設
１６×１１．７ｍ＝１８７．２㎡ ４階建
製氷　６０トン／日
貯氷　１００トン

〜
県
内
初
の

　
　
衛
生
管
理
型
市
場
〜

〜
県
内
初
の

　
　
衛
生
管
理
型
市
場
〜

す
く
も
湾

　

中
央
市
場

す
く
も
湾

　

中
央
市
場

荷捌き場に入る時は、必ず消毒槽
を通って入る。

岸壁いっぱいに入港したまき網船
団。

船から揚げた魚は直ちにケースへ。 昼市。水産物はすべて陳列台の上
に置き、床にじか置きはしない。
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